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沖
縄
戦
と
い
う
地
上
戦
や
異
民
族
支

配
（
米
軍
統
治
）
を
体
験
し
て
き
た
沖

縄
県
民
は
、
軍
国
主
義
の
象
徴
で
あ
っ

た
「
日
の
丸
」
か
ら
、
平
和
を
謳
っ
た

憲
法
が
施
行
さ
れ
た
日
本
国
の
象
徴
と

し
て
の
「
日
の
丸
」
を
か
ざ
し
な
が
ら
、

日
米
両
政
府
に
対
し
日
本
復
帰
を
要
請

し
、
各
種
請
願
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
1
9
7
2
年
5
月
15
日
、

終
戦
か
ら
27
年
振
り
に
沖
縄
は
日
本
国

の
一
自
治
体
「
沖
縄
県
」
に
な
り
ま
し

た
。日

本
政
府
は
、
沖
縄
の
日
本
復
帰
歓

迎
行
事
と
し
て
、「
若わ

か

夏な
つ

国
体
」（
1
9
7

3
年
）、「
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
」（
通

称
：
海
洋
博 

1
9
7
5
年
）
を
開
催
し
、

ま
た
復
帰
に
と
も
な
う
日
本
本
土
と
の

制
度
是
正
の
た
め
、
ド
ル
か
ら
円
へ
の

通
貨
切
り
替
え
（
1
9
7
2
年
）、
交

通
方
法
変
更
（
1
9
7
8
年
）
を
行

い
ま
し
た
。

交
通
方
法
変
更
は
、
1
9
7
8
年

7
月
30
日
午
前
6
時
を
以
て
、
こ
れ
ま

で
の
右
側
通
行
か
ら
日
本
と
同
じ
左
側

通
行
（
車
は
左
）
に
変
更
す
る
も
の
で

し
た
。

沖
縄
で
は
、
1
9
4
7
年
米
海
軍

軍
政
府
指
令
に
よ
り
車
の
右
側
通
行
が

指
示
さ
れ
た
た
め
、
日
本
本
土
と
は
違

う
「
車
の
右
側
通
行
」
で
し
た
。
沖
縄

の
復
帰
に
と
も
な
う
交
通
方
法
の
一
国

二
制
度
を
よ
し
と
し
な
い
日
本
政
府
は
、

復
帰
の
総
仕
上
げ
と
し
て
交
通
方
法
の

変
更
を
計
画
し
ま
し
た
。
生
活
環
境
の

変
化

や
世
界
で
少

数
の「
車
の
左
側
通
行
」

に
な
る
こ
と
に
対
し
、
一
部
で

反
対
の
声
も
挙
が
り
ま
し
た
が
、
交

通
安
全
教
室
の
実
施
、
標
識
取
り
替

え
な
ど
念
入
り
な
準
備
を
行
い
、
7

月
30
日
午
前
6
時
の
合
図
と
と
も
に

車
の
進
行
方
向
を
右
か
ら
左
側
へ
変

更
し
ま
し
た
。
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交
通
方
法
変
更
に
よ
り
沖

縄
は
、
制
度
的
に
は
日
本
本
土
と
は

変
わ
ら
ぬ
一
自
治
体
と
な
り
ま
し
た

が
、
復
帰
時
に
多
く
の
県
民
が
強
く

要
求
し
た
「
基
地
の
な
い
平
和
な
沖

縄
」
と
い
う
思
い
は
、
復
帰
か
ら
40

年
経
っ
た
今
日
で
も
未
だ
実
現
し
な

い
大
き
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】　

那
覇
市
歴
史
博
物
館　

（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

☎
８
６
９・
５
２
６
６

　

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
、市
へ
「
高
規
格
救
急
車
」

が
寄
贈
さ
れ
、
3
月
29
日
（
木
）、
受
納
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
高
規
格
救
急
車
に
は
、
気
道
確
保
用
資
機
材
、

輸
液
用
資
機
材
、
自
動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど
、
高
度
な
救
命
措

置
の
機
材
が
積
載
さ
れ
、
さ
ら
な
る
救
命
活
動
の
充
実
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
寄
贈
を
受
け
た
神
谷
副
市
長
は
「
市
は
消
防
の
出
動
件
数
が

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
救
急
車
両
を
活
用
し
、
一

人
で
も
多
く
の
市
民
の
命
を
守
って
い
き
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

救命活動の充実に貢献
～高規格救急車受納式典～

　

4
月
1
日
か
ら
那
覇
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。
那

覇
市
で
は
暴
力
団
が
い
な
い
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
ま
す
。そ
の
条
例
施
行
を
前
に
3
月
28
日（
水
）、暴
力
団
排

除
那
覇
市
民
大
会
が
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場
で
行
わ
れ
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
暴
力
団
を
社
会
か
ら
排
除
し
て
い
こ
う
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
暴
力
団
か
ら
脅
さ
れ
た
り
、
暴
力
団
に
関
す

る
情
報
を
得
た
と
き
に
は
、
警
察
や
市
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
み

ん
な
で
協
力
し
あ
い
、
ま
ち
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
！

那覇市暴力団排除条例が施行
～暴力団排除那覇市民大会～

　

3
月
23
日（
金
）、
市
長
応
接
室
で
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
道

路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
定
書
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
こ
れ
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の一環
と
し
て
、
企
業
や
学
校
、

各
種
団
体
が
公
園
や
道
路
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調
印
式
に
参
加
し
た
代
表
者
の

方
々
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
と
地
域
の
人
々
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
と
の
交
流
や
、
地
域
貢
献
の
気
持
ち

が
社
員
の
充
実
感
に
も
つ
な
がって
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

地域で助け合い、幸せを
感じられるまちづくりを
～公園・道路ボランティア協定書調印式～
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壺
屋
名
工
作
品
展

今
は
亡
き
陶
工
か
ら
現
役
の

陶
工
ま
で
、名
工
が
織
り
成
す

技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

日
5

月
6
日（
日
）ま
で 

場
3
階
企

画
展
示
室 

費
無
料

田
野
多
栄
一
が
写
し
た
40

年
前
の
琉
球
・
沖
縄

日
本
復
帰
前
後
の
琉
球
・
沖

縄
を
写
真
と
と
も
に
振
り
返

り
ま
す
。期
間
中
は
、壺
屋
や

ち
む
ん
通
り
会
各
店
舗
で
も

当
時
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

日
5
月
10
日（
木
）
〜
20
日

（
日
）場 

３
階
企
画
展
示
室

費 

無
料

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
〜

常
設
展
示
の
内
容
に
つ
い
て
、

学
芸
員
が
展
示
会
場
で
解
説

し
ま
す
。

日
5
月
20
日

（
日
）10
時
か
ら

1
時
間
程
度
。

費
常
設
展
の
観

覧
料
が
必
要
で

す（
市
内
の
小
・

中
・
高
校
生
は

無
料
）

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展　

日
本
復
帰
40
年
記
念

｢

あ
れ
か
ら
40
年 

〜O
kinaw

a

か
ら
沖
縄
へ
〜｣

Ⅱ

若
夏
国
体
開
会
式

海洋博のシンボル：アクアポリス
ド
ル
か
ら
円
へ
の
通
貨
切
替

7
3
0
啓
発
パ
レ
ー
ド

　那覇市は大正10年5月20日に市制を施行し、今年で91周年を迎えます。市の誕生日にあたる
市制施行記念日に記念式典を開催しますので市民の皆さまのご来場をお待ちしています。
※市では4月から「ハイサイ運動」を展開中ですが、この運動は、琉舞や古典音楽などの沖縄文化の
土台であるウチナーグチを守り伝えることを目的にしています。そのため今年は、琉舞の玉城節
子氏と組踊音楽歌三線の西江喜春氏によります至芸の披露とともに、市長のウチナーグチへの
思いを講演する第1部と、今年度の市政功労者表彰の第2部の2部構成で式典を挙行いたします。

▲

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定

▲

道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定

【日時】5月20日（日）【日時】5月20日（日）
【会場】パレット市民劇場【会場】パレット市民劇場
　第１部　記念舞台　（15時00分～）　第１部　記念舞台　（15時00分～）
　　　　　　　　・・琉舞並びに古典演奏琉舞並びに古典演奏
　　　　　西江喜春（人間国宝）、玉城節子　　　　　西江喜春（人間国宝）、玉城節子
　　　　　（国指定重要無形文化財保持者）　　　　　（国指定重要無形文化財保持者）
　　　　　　　　・・市長講演市長講演
　第２部　市政功労者の表彰（16時20分～）　第２部　市政功労者の表彰（16時20分～）

※入場無料　【お問合わせ】　秘書広報課 ☎861-5173※入場無料　【お問合わせ】　秘書広報課 ☎861-5173

「いい暮らしより 楽しい暮らしを」～人と人とが支えあう協働により、心の豊かさを感じるまちを目指して～

小中の教師が合同
で研修を行い、学習
規律の確立や授業改
善に取り組んでいま
す。例えば、授業の
始め方、発表の仕方、
聞く態度、ノートの
取り方を小中で共通

させ、教師が同じ研究課題
に取り組んでいます。特に
ノートの取り方では、自分
の考えをしっかり持ち、表
現できる子を目標に 9 年
間かけて育てていきます。

合同研修合同研修

め
あ
て
・
目
標 自分の考え

授業内容

ノートのまとめ方

あいさつ運動あいさつ運動児童会生徒会の児童会生徒会の
話し合い話し合い

主 な 紙 面
●
生
活
習
慣
病
の
正
体 

2

●
島
旅
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
案
内

　

外
食
の
際
に
は 

3

●
あ
れ
か
ら
40
年 

4

●
だ
ま
さ
れ
な
い
で

〜
う
ま
い
話
・
や
さ
し
い

こ
と
ば
に
ご
用
心
〜 

5

●
情
報
パ
ッ
ク 

6
・
7

　

第
15
回
は
、
那
覇
市
協
働
大
使

の
繁
多
川
自
治
会
会
長
波
平
元
維

さ
ん
で
す
。

Ｑ
自
治
会
の
紹
介

繁
多
川
は
、
明
治
42
年
に
字
識

名
か
ら
分
離
し
今
年
で
103
年
目
を

迎
え
ま
す
。
繁
多
川
自
治
会
で

は
、
カ
ー
ヒ
ラ
シ
ー
（
井
泉
清

掃
）
や
「
豆
腐
の
月
」（
豆
腐

作
り
）、
昔
な
が
ら
の
地
域
の

行
事
「
若
水
汲
み
」
を
復
活
さ

せ
る
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
参
加
で
き
る
活
動
を
増
や
し

て
楽
し
い
自
治
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

現
在
は
、
100
周
年
の
節
目
を

記
念
し
て
、
繁
多
川
の
成
り
立

ち
や
昔
の
地
域
の
様
子
、
文
化

財
や
旧
跡
、
歴
史
や
生
活
習
慣
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
記
録
に
残

し
、
読
み
や
す
い
記
念
誌
発
行
に

向
け
て
会
員
み
ん
な
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

Ｑ
「
す
ぐ
り
む
ん
」
推
進

人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
得
意
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
繁
多
川
自
治
会

で
は
、
そ
の
得
意
な
こ
と
に
「
す

ぐ
り
む
ん
」認
定
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
繁
多
川
の
歴
史
に
詳

し
い
「
ム
ヌ
シ
リ
（
物
知
り
）
す

ぐ
り
む
ん
」、
地
域
の
行
事
の
デ

ザ
イ
ン
や
企
画
な
ど
な
ん
で
も
こ

な
す
「
あ
り
ん
く
り
ん　

す
ぐ
り

む
ん
」、
子
ど
も
達
に
紙
ひ
こ
う

き
や
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
を
教
え
る

「
ム
ヌ
ジ
ュ
ク
イ
（
物
造
り
）
す

ぐ
り
む
ん
」、
地
域
行
事
の
隠
れ

た
立
役
者
「
テ
ィ
ガ
ネ
ー
（
お
手

伝
い
）
す
ぐ
り
む
ん
」
な
ど
、
み

ん
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
得
な
分
野

を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
地
域
の

力
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
100
周
年
を
記
念
し
て
、「
ウ

タ
ユ
ミ
（
歌
詩
作
り
）
す
ぐ
り
む

ん
」
と
「
ウ
タ
チ
ュ
ク
イ
（
作
曲
）

す
ぐ
り
む
ん
」
で
繁
多
川
の
「
100

年
音
頭
」
を
作
り
、
振
り
付
け

も
出
来
て
夏
祭
り
で
は
、
み
ん

な
で
踊
っ
て
い
ま
す
。

遊
び
心
が
大
事
。
楽
し
み
な

が
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
続
か

な
い
で
す
し
ね
。
地
域
み
ん
な

で
楽
し
く
助
け
合
う
た
め
の

「
す
ぐ
り
む
ん
」
で
す
。

Ｑ
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
治
会
を
地
域
の
み
ん
な
が

い
つ
で
も
気
軽
に
集
ま
っ
て
こ

れ
る
オ
ア
シ
ス
に
し
た
い
で
す

ね
。ま

た
、
4
月
か
ら
ウ
チ
ナ
ー
グ

チ
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
中
に
は
、
み
ん
な
で
作
製
し

た
地
域
文
化
財
マ
ッ
プ
「
は
ん
た

が
わ
さ
ん
ぽ
」
で
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ

で
の
「
繁
多
川
ま
ー
い
」
を
成
功

さ
せ
た
い
で
す
ね
。

繁多川自治会繁多川自治会
会長　波平 元維さん会長　波平 元維さん

繁多川すぐりむん

繁多川文化財マップ繁多川文化財マップ
はんたがわさんぽはんたがわさんぽ

4
月
か
ら
、市
内
3
小
中
学
校（
神
原
中
学
校
、神
原
小
学
校
、壺

屋
小
学
校
）で「
小
中一貫
教
育
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
で
は
、小
学
校
と
中
学
校
の
9
年
間
を一
貫
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
習
指
導・
生
活
指
導
を
行
い
、中
学
進
学
時
の
不
安

を
解
消
す
る
と
と
も
に
、確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
は
順
次
実
施
校
を
拡
大
し
、平
成
28
年
度
ま
で
に

市
内
全
小
中
学
校
で「
小
中一貫
教
育
」が
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

始
ま
る
よ
〜

始
ま
る
よ
〜      

  

小
中
一
貫
教
育

小
中
一
貫
教
育

一部の学校行事
を小中一緒になっ
て取り組み、交流
の幅を広げるこ
とにより、豊かな
人間性、社会性を
育みます。

乗り入れ授業（水泳）乗り入れ授業（水泳）

乗り入れ授業乗り入れ授業（理科）（理科）中学校教師
が、小学校高学年を対象
に、理科や英語、体育、
美術などの乗り入れ授業
を行います。

　中学校の先生が来た
ら全然違う！
　中学校の様子も聞け
るし、ちょ～楽しい♪去年、児童会役員として小

中合同行事「平和宣言」に参加
しました。中学校生徒会の先
輩方と話し合いをして、考え方
や行動力がすごいなぁと感じ
ました。今度は私が中学生とし
て、小学校の子どもたちといろ
んな行事に取り組みたいです。

神原中1年 島袋希恵さん

お問い合わせ 小中一貫教育推進室　☎８９１－３５１０

神原中校区の小中一貫教育イメージ図

神原中学校長神原中学校長コメントコメント
昨年度の先行的な取り組み
を実践した率直な感想は、
小中一貫教育は本当に良い
取り組みで、本来こうある
べきだと実感したことです。
これまで小中の教師の、

子ども達に対する見方や考え方は大きく異
なっていましたが、今回、その垣根を下げ、
両方の良さを取り入れるために何度も話し合
いを重ねました。
小中一貫教育で大きく変わるのは、小中の
教育目標が統一されるということです。教師
の向かう先が一つになることで、子ども達も
戸惑うことなく一つのゴールに向かうことが
できます。これは確かな学力の定着につなが
り、子ども達が不安なく成長過程を歩むこと
につながります。
明日を担う大切な子ども達のために、小中
一体となって見守っていきたい思います。

松本　哲 校長

 

小
中
一
貫
教
育
っ
て
何
？

 

授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
大
き

く
小
１
〜
４
年
生
を
前
期
、
小
５
〜
中
１
年
生
を
中

期
、
中
２
〜
中
３
年
生
を
後
期
と
し
て
区
切
り
、
緩

や
か
に
移
行
し
な
が
ら
中
学
終
了
過
程
ま
で
導
き
ま

す
。
特
に
中
期
で
は
、
第
２
次
性
徴
と
い
っ
た
身
体

的
変
化
が
生
じ
、
思

春
期
に
差
し
か
か
る

大
切
な
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
小
学
校
で

培
っ
て
き
た
教
師
と

子
ど
も
と
の
人
間
関

係
や
信
頼
関
係
を
保

ち
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
教
科
担
任
制
へ
と

移
行
し
、「
学
び
の

発
展
期
」
と
な
る
後

期
へ
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

現
在
、
小
学
校
と
中
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
が
行
わ
れ
、
学
校
の
雰
囲
気
や
授
業

の
進
め
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
環
境

の
変
化
に
適
応
で
き
ず
、
中
学
進
学
後
に
学
習
意
欲

が
低
下
し
た
り
、
不
登
校
に
な
る
な
ど
の
問
題
行
動

が
教
育
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
小
学
校
と
中
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
、

義
務
教
育
の
9
年
間
で
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有

し
、
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
学
習
指
導
、
生
徒
指

導
を
行
う
と
い
う
の
が
小
中
一
貫
教
育
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
中
学
進
学
時
の
不
安
を
解
消
す
る
と
と
も

に
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

小
中
合
同
で
学
校
行
事
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
縦
の
交
流
を
作
り
、
尊
敬
や
思
い
や
り
な
ど
の
豊

か
な
心
の
育
成
、
多
様
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
社
会
性
の
育
成
も
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。


